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はじめに
一九一四年に勃発した第一次世界大戦の原因に関しては、これまでさまざまな観点から論じられてきたが、少なく
ともそれが帝国主義諸国間の植民地争奪あるいは植民地再分割をめぐる対立のなかで生じたという点は明らかであ
四七四
る。戦争勃発の背景にはさまざまな要因が複合的に絡み合っている。たとえば覇権国家論の観点からみると、この戦争はイギリス帝国 覇権 対するドイツ帝国の挑戦であるというように捉えることができる。実際問題として、ドイツにおけ 一八九八年 艦隊法の制定以後に英独間で展開された建艦競争
（
F
lottenkonkurrenz ）
は、第一次世界大戦
前における両国の大きな対立点の一つであった。そして第一次世界大戦前のもう一つの対立点は、バグダッド鉄道建設と石油資源に関するものであった。当時、イギリスもドイツも自国内に石油資源を保有していなかったために、北メソポタミアの油田 両大国 利害関心 的となっていた
）（
（
。
一九世紀後半以降、内燃機関の大量生産と普及が進み、同時に一八六五年のスタンダード石油の設立にみられるよ
うに石油産業が登場してく と、その影響は軍事的な側面にも及び、第一次世界大戦前には、当時の帝国主義諸国間で石油資源をめぐる攻防が展開された。ペルシアやメソポタミアでは、何千年も前から一定の地域で油田が存在することは知られていたけれども、むろん開発する技術も産業も存在しなかっ 。
ヨーロッパ諸国がオスマン帝国内の豊富な石油資源の可能性に関心を示し始めたのは、一九世紀後半以降であっ
た
）（
（
。一八七一年にドイツの地質学の専門家から成る遠征隊は、メソポタミアでの石油 存在を報告し、一八九〇年代
には自国政府および学術団体に報告していた。他方、当時 オ マン帝国政府も豊富な石油埋蔵 事実を把握し、アブドラ・ハミドは、国王手元金管理官のＡ・パスラの指示で、一八八九年と一八九八年に勅令を発し、そのなかでモスル州とバグダッ 州の石油所有の収入をスルタンの王室費局の下に置くこと した。
メソポタミアの石油に関する最初の利権は、一八八八年にドイツ銀行によって財政的に支援され管理された会社で
あったアナトリア鉄道会社が獲得した。アナトリア鉄道会社は同時 オスマントルコ政府から正規の採掘権に関す
四七五
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る優先的な扱いの約束を取り付け、それを一九〇四年のバグダッド鉄道契約の規定のなかに盛り込んだ
）（
（
。
他方、メソポタミア石油へのイギリスの関心はウィリアム・ダーシーによって代表され、かれは南部メソポタミア
とペルシアの国境地帯で石油探査を行い、一九〇一年にペルシアの王から二〇万フランで石油のコンセッションを獲得した後、一九〇九年にアングロ・ペルシア石油を設立した。イギリス政府は、チャーチルが海軍大臣の職に就くと、イギリス海軍の艦船を石炭から石油に変更する決定を行い、その後、アングロ・ペルシア石油会社との間で協定を締結し、石油の安定的な供給を確保することに成功した。
第一次世界大戦前にイギリスとドイツは海軍における軍拡競争を展開していたが、その背後では石油資源をめぐっ
て、攻防と協議が繰り広げられていた。大戦勃発 ともにイギリスとドイツとの間の協議は最終的に失敗に終わったものの 「石油と戦争」をめぐる問題は、第二次世界大戦においても、連合国と同盟国間で 大きな対立点であ
り
）（
（
、
今日においても、二〇〇三年 イラク戦争 めぐる問題に顕在化してい
る
）（
（
。本稿では、第一次世界大戦前のバグダッ
ド鉄道建設計画とメソポタミアの石油資源をめぐるイギリスとドイツの攻防について検討 い。
Ⅰ
　
第一次世界大戦前のドイツの石油戦略──バグダッド鉄道と石油資源──
第一次世界大戦前のドイツの石油政策に関しては、Ａ・モーアが述べているよう
に
）（
（
、この問題に関する文献が少な
いということもあって、 当時のドイツ政府の石油政策について検討するうえでの文献的な制約はある。しかしながらバグダッド鉄道建設計画をめぐるドイツ政府、イギリス政府、ドイツ銀行の対応について 資料や研究があることか
四七六
ら
）（
（
、それらを手掛かりに検討してみたい。ドイツは一八九〇年代初頭、工業製品の輸出のために東方の広大な新
しい市場を発展させるための道として、オスマントルコ帝国との強い経済的な関係を築くことを決定してい
た
）（
（
。ドイツ銀行を中心としたアナト
リア鉄道建設は、その政策的な実現をめざ たものであった。さらにバグダッド ドイツに って、そ 膨大な計画 ために資金調達が困難だとはいえ将来性のある経済 戦略でもあっ 。加えて、自国に石油資源のないドイツにとっては、豊富 石油資源埋蔵の可能性の高いメソポタミアへの進出は、国際的な鉄道路線の建設という大規模事業による国内経済の活性化と市場獲得 いう経済的な利害だけでなく、石油資源の確保という国家戦略上の利害とも結びついていたといえる。
バグダッド鉄道の戦略的な意義に関してのドイツの見解は、一九〇二
年にバグダッド鉄道のパンフレットとそれに関する政治的・経済 考察を執筆したパウル・ローバッハによって簡潔 表明されてい 。ローバッハは、政治的・経済的な考察のなかで、キルクーク地域の油田にも言及して、以下のように解説している。「われわれはバグダッド鉄道が油田地域近くを通るという事態の重要性
表1　ドイツ帝国のオスマントルコ帝国との貿易額（百万マルク）
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を考えねばならない。懸念されるべき唯一のことは、ドイツが効果的な主導権をとる前に、外国の資金や投機家がメソポタミアのナフサの開発において優先権を得る に成功するということだ。
）9
（
」
一八八八年に、 ドイツ銀行が設立したアナトリア鉄道がメソポタミアの石油に関するコンセッションを獲得した後、
一九〇三年三月五日に、オスマン帝国のスルタンはアナトリア鉄道の総裁クルト・ツァンダー の間で バグダッド鉄道契約を締結
し
）（（
（
、さらに翌年の一九〇四年七月一七日に石油コンセッションに関する契約を締結し
た
）（（
（
。この石油コ
ンセッションに関する契約は一般にアナトリア鉄道総裁の名前をとって「ツァンダー契約」とよばれてい
る
）（（
（
。この契
約の第一条は、モスルおよびバグダッドの各州の石油に関する予備的調査を引き受けるというオプションをアナトリア鉄道会社に与えている。その内容 、調査結果と費用については同年末までに王室費管理局に報告し、オスマントルコ帝国政府は、かりに会社から 申し出があれば、優先契約を締結し、メソポタミアで 四〇年間の石油資源の採掘を保証するというものであった
）（（
（
。
しかし、アナトリア鉄道会社の調査は順調に進展せず、オスマン帝国側は会社に対して調査結果の回答を求めた。
一九〇六年七月二六日、オスマン帝国の王室費管理局大臣は 一年以上経過してい に回答がないことに対して、「絶対的な返答」を求める書簡を送り、そのなかで、契約書の第六条に言及し、会社が調査に従事しない場合には調査のコンセッション 他に譲渡する旨を伝え
た
）（（
（
。アナトリア鉄道会社側は同年八月二二日に返信し、そのなかで掘削
作業を継続していたが調査隊の調査結果 芳しいも ではなく、掘削調査を継続する 意があると述べてい
）（（
（
。
オスマン帝国政府は、一九〇七年一月二六日に会社に書簡を送り、王室費管理局の大臣は、正式に会社に対し
て、掘削による調査は一九〇四年の契約のもとで が引き受け ものであり、作業の完成 ための一年の期限が
四七八
遵守されないために、王室費管理局は一九〇四年の協定が破棄されたものと宣言する、と書いた。オスマン帝国政府としては、アナトリア鉄道会社側の調査が進まないことから、一方的に契約を打ち切り、他の国へ打診し始め 。実際、オスマン帝国はドイツの会社の競争相手であったイギリスに密かに打診していた。王室費管理局は、イギリスのダーシーのグループの会社のメンバーであったギルチリストとウォーカーと交渉を始め、一九〇七年二月、かれらはコンセッションを獲得するために必要な資金を提供するようダーシーとビルマ石油に働きかけ が、すでにペルシアに三五万ポ ド 投資していたために、その安全性を懸念して
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いた。一九〇七年には、メソポタミアの石油コンセッションをめぐってベルギーなど他のグループも関心を示し、アメリカのスタンダード石油に対抗するために、シェル石油とロイヤル・ダッチ石油は提携してロイヤル・ダッチ・シェル石油グループを形成していた。しかし、一九〇八年七月に青年トルコ革命が発生し、一八七六年憲法が復活すると、ス タンとのすべての交渉 中断し、翌年 石油の管理は王室費管理局から財務省へ移された
）（（
（
。
ところで、第一次世界大戦前のドイツは当時の日本と同様に自国内に石油を保有していなかったので、外国からの
輸入に依存していた。当時、世界の石油生産 おい
て
）（（
（
、アメリカが第一の産油国で、一九一三年には、世界のシェ
アーの六三・四％を占めて
た
）（（
（
。ドイツはアメリカのスタンダード石油の大きな顧客で、ドイツ・アメリカ石油会社
といったよう 名目的にはさまざまなドイツ 石油会社によって、一九一二年当時、スタンダード石油会社から国内消費の九一％を輸入しており、残りの九％はドイツ銀行が設立したドイツ石油販売会社が取り扱ってい
た
）（（
（
。後に触れ
るように、ドイツ銀行はバグダッド鉄道建設において主導的な役割を果たすとともに、石油事業の展開においても深くかかわっていた。
ドイツ石油販売会社はまた、ガリツィアからの石油、ルーマニアの石油生産会社
Steua R
om
ana
とロシアの油田か
らの石油を販売していたが、その役割はスタンダード石油と比較して重要 ものではなかった。ドイツ 会社が軍事的な目的にとって不可欠であり、他方で石油という重要な商品がアメリカによって独占されていたことが好ましくないという点は再三指摘され、帝国議会においてもそのように指摘されて
た
）（（
（
。ある時期、ドイツ政府は、スタン
ダード石油への依存から脱しようとしてスタンダード石油から独立していた他 アメリカの石油会社 ら購入することで、その独占をある程度制限 たもの 、その 会社は輸送手段すなわちパイプラインとタンカーを所
四八〇
有しておらず、実現できなかった。加えて、それらの会社がハンブルクに輸送した石油はスタンダード石油よりもはるかに高かったので、ドイツ政府はまもなく一時的にスタンダード石油に委ねることによってこの支出を節約することを選んだ
）（（
（
。
しかし、一九一三年頃には、ドイツ政府はアメリカ企業への依存が何年も続かないと判断し、アメリカの石油の独
占を打ち破る手段を手に入れることを考えてい
た
）（（
（
。その手段とは、チグリス川東岸のモスルからバグダッドの南方面
に位置する北メソポタミアでの油田の発見 あった。この地域は アクセスが困難であまり知られていなか たところであったが、すでにバグダッド鉄道によって開発されていた。バグダッド鉄道のコンセッションは、線路から二二キロ圏内の鉱床の利用を許可していた。この時期までにバグダッド鉄道 、モスルの西方ま しか完成していな ったので、ドイツ銀行 中心とするバグダッド鉄道会社は、二〇キロ圏内に重要な油田が存在するということでその計画を進めていった。
ドイツ政府は、一九一三年と一九一四年にこれらの地域での開発を期待し、将来的にこの地域から豊富な石油を確
保できると想定し た。これによってドイツは国内でのアメリカの石油の独占を打ち破るだけでなく、石油を自給することができるも と考え
Ⅱ
　
第一次世界大戦前のイギリスの石油戦略
一九一一年九月にチャーチルが海軍大臣に就任すると、海軍省はドイツとの軍拡競争において優位に立つ政策を進
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めた。すでに一九一一年七月、チャーチルが商務大臣であったときに第二次モロッコ事件が発生し、モロッコの港アガディールにドイツの砲艦「パンテル」が入港し、フランスとの間で対立状況が生まれていた 、この時以来、かれはドイツ艦船の増強がイギリスにとっての脅威になると考え始め
た
）（（
（
。チャーチルは「石油マニア」といわれていた
フィッシャー退役提督の影響を受けて、イギリスの石炭を燃料とする艦船を、石油を燃料とする艦船に代えるべく動き出した。すでに していたフィッシャー卿は、一九一二年に「石油と石油エンジン」という記録を残してお
り
）（（
（
、
そのなかで石油燃料の利点を挙げている。チ チルはこ フィッシャー卿の示唆 強く受けたものと思われる。
さて、ちょうど一九〇九─一一年の時期に、ドイツがドレッドノート型戦艦
（弩級戦艦）
と超弩級戦艦を建造し始
め、イギリスは海上での の海軍力 危険性を感じ始め いた。戦艦「フォン・デア・タ 」のような大きなドイツの戦艦は、八万馬力のエンジンをもち、二八ノットのスピードで航行す
る
）（（
（
。イギリスもそれと同等の力とスピー
ドをもった「ライオン」や「クィーン・メアリー」のような艦船をもっていた。しかし島国のイギリスは、その艦船が強さとスピードで同等だけでなく、その潜在的な敵に対してより強くスピードのあるものでなければ、その優越性を維持することが期待 きない。しかし 石炭を燃料とする艦船の場合、限界が存在した。スピードを増すにはエンジン 不均衡なほどに大きくし 大砲の数を減らすことが必要 なるからである。
この困難はある方法で克服することができる。それは石炭に代えて石油を燃料とすることである。チャーチルの著
作『世界危機』
（
W
orld C
risis
）（（
（
）
には、石炭と比較して石油燃料の利点がまとめられている。チャーチルによれば、液
体燃料がもっている多くの利点は大いに評価されるべきである。第一に、スピードに関するもので 石炭と同じ規模の石油を燃料とする艦船は、フィッシャー よれば、三ノットも速く走るこ ができ 。このスピードは るかに短
四八二
時間に達成されうる。さらに、石炭と同じ重さの燃料を積んだ石油を燃料とする艦船は行動範囲が四〇％も大きいうえ、海でも容易に燃料を補給できる。
一九一二年七月、海軍大臣チャーチルは、石油燃料の利用と内燃エンジンに関する問題の研究のために王立委員会
を設置した。王立委員会は同年九月か 活動を開始し、一一月二七日に国王に最初の報告書を提出し、第二の報告書はその三カ月後に提出された。最初の報告書のなかで、王立委員会は三つの重要な提案を示した。それらは、第一に、イギリス海軍のため 石油を利用する死活的な重要性、第二に 内燃エンジン 採用によるこの石油の理想的な利用、そしてイギリス国内における大量の石油貯蔵 必要性である
）（（
（
。
この報告書が提出され後、石油燃料の採用に関する重要な原則的な問題が決定された。王立委員会の報告に合わせ
たように、クィーン・エリザベス号が同年秋に建造されたが、これは石油を燃料として使用した最初のイギリスの戦艦であった。この決定に不満をもつ委員会の反石油メンバーによる反対 、フィッシャーとかれの支持者 って圧倒されたが、その理由は、石油で走る船舶のスピードは同様の条件において石炭で走る船舶よりもはるかに優れているというものであった。フ ッシャー提督は、 「戦争ではスピードがすべて 」と語っ
た
）（（
（
。この画期的な決定は
その後議会でまもなく承認された。
こうしてイギリス艦隊のために石油燃料を採用するという決定が明確になされたとはいえ、次の問題はイギリスが
どこから必要な石油を獲得するのかということであった。一九一三年でさえ、イギリスは帝国内で世界の石油生産の二％しか産出していなかった。この大部分の一・二％は、一 の石油会社、すなわち一九〇二年 設立されたビルマ石油会社によるものであり、その油田はビルマとア サム地方にあっ ビルマ石油会社はラングーンの精油所と六
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つのタンカーを所有していたが、ロイヤル・ダッチやスタンダード石油と比較してその生産性はささやかなものであった。それだけでイギリス艦隊 石油燃料の巨大な需要を満たすことはできなかった。したがって、これまで以上に大きな供給源泉が帝国内で発見されなければ、イギリスは政治的リスクにもかかわらず外国から石油の大部分を獲得せざるをえなかった
）（（
（
。
一九一三年七月一七日、チャーチルは議会に海軍の新石油政策を提出しており、それは海軍が艦船のための石油を
適切で合理的な価格で確保するために石油事業を始めたいという趣旨のものであっ
た
）（（
（
。イギリス海軍省が注目してい
たのは、アングロ・ペルシア石油であった。アングロ・ペルシア石油は、Ｗ・ダーシーとイギリスの融資家が設立した
F
irst E
xploitation C
om
pany
を一九〇九年に引き継いだ新会社で、同時にペルシアにおける六〇年の石油利権も引
き継いでいた。しかし、アングロ・ペルシア石油はその競争相手であったシェルからの圧力に直面し、また株式がドイツやアメリカといった他国に買い占められ、そのイギリス的な性格を失う状況にあった。この重大な危機を回避できるのは、イギ ス政府が に資金援助する場合であり、同時 会社 将来的な活動に影響を及ぼす場合である。ところが 当時のイギリスの自由主義的な時代において、石油会社に対して政府が介入することには反対があった。それは、いかなる形態であれ国有化そ も への反対と、私的資本の活動分野への政府 介入への反対であった。ま イギリスの省庁レベルにおいても、政府 私 企業へ 財政的な参加は健全な市場原理を妨害するものであると強く主張されていた。しかし、チャーチルは、フィッシャ 卿と海軍省によって示唆された石油の巨大な貯蔵施設の建設と維持には二〇〇万ポンド以上 費用がかかること、政府による 支援が会社の財政的な管理に対していかなる影響も与えないこと、これらの点を強調した
）（（
（
。
四八四
さらに、政府の財政的な援助という対応をとるためにはアングロ・ペルシア石油の実態を調査する必要がある。こ
うして海軍の専門家委員は、一九一三年一〇月から一九一四年一月までペルシアに三カ月滞在し、油田の地質学および会社の設備や活動を調査した。その結果、会社の六〇年というコンセッションが価値あるものであり、開発が進めば海軍に必要な石油が供給されると判断された
）（（
（
。
内閣は最終的にアングロ・ペルシア石油会社への政府の参加の必要性を説得された。海軍、財務省、会社は交渉を
進めた結果、イギリス政府が会社の五一％に当たる二二〇万ポンドの資本を支払うことになった。この協
定
）（（
（
は実際に
は二つの部分に分かれている。第一の部分は、海軍と会社との間の供給契約で、これによって、海軍との取り決めはその契約の秘密を維持することができ、石油の実際的な価格を隠蔽することができる。第二の部分は、会社へ 政府の参加 ため 会社と政府との協定であ
る
）（（
（
。この協定は五月二〇日に調印さ
れ
）（（
（
、一九一四年六月一七日に白書として
議会に提出され、七月一三日に二五四対一八の賛成多数で可決され
た
）（（
（
。チャーチルはこれに先立って海軍でスピーチ
を行っていたが、六月にも再び議会で、石油の利点と合理的な価格で石油 獲得 困難さについて演説し、さらにシェル石油の価格とそのユダヤ人の取締役 政策を批判した。議会での激しい議論 後、法案は通過し、八月一〇日に国王の同意を得た
）（（
（
。
Ⅲ
　
第一次世界大戦前の英独接近──バグダッド鉄道と石油会社の合同──
第一次世界大戦前、イギリスとドイツは軍拡競争で対立状況にあった反面、バグダッド鉄道建設問題に関しては相
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互に対立しあるいは接近しようとする動きがみられた。
この点に関して、たとえばＦ・フィッシャーは『世界強国への道』のなかで以下のように述べている。 「ポルトガ
ルの植民地
（モザンビークとアンゴラ）
の分割に関する交渉と並んで、バグダッド鉄道とメソポタミア油田の開発に関
して、オリエントで妥協に達しようという努力が英独接近の主要な内容となっていた。
」）（（
（
第一次世界大戦前のバグダッド鉄道建設計画に関するイギリスとドイツと 関係をみると、イギリスではその計画
が打ち出された一八九〇年頃から一九〇三年にかけての時期には、イギリスの融資家が短期的に鉄道計画に参加する意志を表明してい ものの、一九〇三年以降になるとイギリスはあらゆる方法を使って鉄道計画を妨害する動きを展開した。しかし一九〇九年以降 ドイツは引き続きイギリスへ接近する一方、イギリスは第一次世界大戦勃発の直前までドイツとの交渉と和解の政策を展開し
た
）（（
（
。フィッシャーのいう「英独接近」というのは、おそらく一九〇九年以
降の英独関係を示 ているものと考えられる。
すでに触れたように、ドイツは一八九〇年以降、オスマントルコ帝国との経済的な関係を強化する政策を打ち出し、
その中核をなすものとしてバグダッド鉄道建設 推進 てきたが、その後のドイツ イギリスとの対立関係は、バグダッド 鉄道計画の完成を遅らせるこ になった。しかし、バグダッド鉄道建設計画がド ツによって単独で推進されようとしていたも とみなすこ ができない は、ドイツがこの計画にお て繰り返しイギリスとの協調を求めたからであ
る
）（（
（
。バグダッド鉄道は、今日のベルシア湾のクェートに至る路線で、それが最終的に完成すると二一〇〇キ
ロメートル以上にも及ぶことから
（
表
4参照）
、トルコとの協定が締結された一八九〇年代以来、ドイツ政府とドイツ
銀行はこの巨大プロジェクトへのイギリスの参加を期待してその資金を得ようとしていた。というのは、 銀行
四八六
でさえ、バグダッド鉄道の最終的な区間の完成に単独で資金を提供することができなかったからである。しかし、イギリスはこうしたドイツの鉄道計画に対して、あらゆる方策を使ってその進展を遅らせ妨害しようとした一方で、ドイツ側に対して最終的な協定への希望を抱かせ続けた。このゲームは一九一四年八月の戦争勃発直前まで続いたのある
）（（
（
。
バグダッド鉄道建設に対するイギリス政府の立場の変化に関して、アナトリア鉄道とオスマン帝国の間で「ツァン
ダー契約」が締結された一九〇三年に転換したという見解がよく知 れてい
る
）（（
（
。Ｍ・チャップマンは、バグダッド鉄
道建設に対するイギリスの一般大衆の見方の転換によって、イギリス政府はドイツとの共同を断念し、大 勃発までのバグダッド鉄道に対するイギリスの政策を 向づけたと
し
）（（
（
、またＲ・ホフマンは、 「一九〇三年におけるイギリス
政府 態度の突然の変化はよく知られている
」）（（
（
としている。ホフマンによれば、一八九九年にオスマントルコ政府が
バグダッド鉄 利権をドイツに引き続き認めたこと 対して、当時のイギリスはトルコにおけるドイツの貿易上の支配に対する深刻な懸念はそれほどな 、イギリスの世論は鉄道計画がイギリスにとっても大いに利益となるものと考えていたが、一九〇〇年の イツ おけ 第二次艦隊法 成立、ボーア戦争、義和団事件、一九〇二年の英独によるヴェネズエラ介入の結果、ドイツ 存在感 対するイギリス人の苛立ちと怒りが高まり、それと同時 ドイツが世界大国への危険な道を歩み始めているという意識が ギリス人 なかで強くなってきたこと、このこ がバグダッド鉄道計画に対する考え方 転換させた
）（（
（
。
そうであるとすれば、その後のイギリス政府のバグダッド鉄道計画に対する政策的な対応は、否定的であり続ける
はずであり、 一九一四年六月一五日の「バグダッド鉄道に関する英独協定」にはたどり着けないはずである。 こで、
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その後のバグダッド鉄道計画についての英独の対応について触れてみたい。  ところで、ドイツ銀行は一九〇八年以降、バグダッド鉄
道へのイギリス 参加を働きかける動きを展開した。その理由は、最終的な区間の完成までにかかる資金問題に加えて、バグダッド鉄道の延長がイギリスの保護領となったクェートと深く関係してくることであった。オスマン帝国からの支配から自立して、イギリス 保護領となったクェートにとっては、バグダッド鉄道の延長は、将来的にペルシア湾までアクセスする可能性をもつも実際のところ、クェートはバグダッド鉄道の完成を妨害したのであ
る
）（（
（
。ドイツはこうした地政学的な観点からも、
クェート 保護国であるイギリスを参加させることによって鉄道建設をスムーズに進めよう し いた。
一九〇八年にアナトリア鉄道会社取締役からドイツ銀行
取締役に就任したカール・ヘ フェリッヒ
（
K
arl H
elfferich ）
は、一九〇八年と一九一一年にトルコ政府との間でバグ
表4　バグダッド鉄道建設の進展状況
区　　間
距　離
（in km）
開設年月日
Konia ─ Bulgurlu
Bulgurlu ─ Ulukischla
Dorak ─ Jenidsche
Jenidsche ─ Mamure
Dadschu ─ Aleppo ＝ Dscherablus
Ulukischla ─ Karapunar
Toprakale ─ Alexandrette
Bagdad ─ Sumike
Dscherablus ─ Tell-Ebiad
Sumike ─ Istabulat ／ Istabulat ─ Samarra
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 全　　長
計画距離
（（（
（,（（（
            出所：Mejcher（（9（（）, S.（（（.
四八八
ダッド鉄道の延長に関する二つの重要なコンセッションを成功させた。一九〇八年六月二日の協定は
B
ulgurlu
から
H
elif までの四八〇キロの延長に関するもので、一九一一年三月二一の協定は
H
elif からバグダッドまで六〇〇キロの
延長に関するものであっ
た
）（（
（
。しかし、この二つの区間は一九一四年までに完成しなかった。他方、一九〇九年、ドイ
ツ銀行の取締役であったグヴィンナー
（
A
rthur von G
w
inner ）
は、イギリス枢密院議員のカッセル卿に対して、バグ
ダッド鉄道建設へのイギリス 参加を求め 提案を行っている。同年一二月一五日には、カッセル卿はグヴィンナーと会見するためにベルリンを訪問し、バグダッド鉄道計画へのイギリスの参加に関して話し合いを行っ
た
）（（
（
。一九〇九
年にはその計画へのイギリスの参加に関するドイツ政府と 交渉は行われなかったもの
の
）（（
（
、トルコでの鉄道建設計画
に対するドイツ銀行の取組みは、一九〇九年にドイツ帝国の宰相に就任したベートマ ・ホルヴェークの政策のもとで進められた。 政策は、 との将来的な軍事的対決を中立化し、フラン ・ロシア 軍事同盟に対処するというものであった
）（（
（
。
このようにバグダッド鉄道計画をめぐってドイツがイギリスへの接近を展開したが、この成果が一九一一年に設立
されたトルコ石油会社におけるイギリスとドイツの合意であった。 ギリス政府は一九〇九年夏にヘンリー・ロビントン・スミスを郵政大臣の職からトルコ国立銀行の総裁に任命した。ロビントン・スミスの 命は、青年トルコ人の新政府へのイギリスの影響を強める めのものであったよう 思われ かれの長期間の在職中に明らか なったことは、イギリスの資本力とドイツ銀行グループと 間の接近と協力の背後には、イ にとって な二つの要求が存在していたという点である。すなわち、バグダッド鉄道の「ペルシア湾への拡張」とメソポタ ア 石油という問題であ
る
）（（
（
。一九一〇年秋にトルコ国立銀行は、ドイツ銀行のグヴィンナーとアナトリア鉄道会社に対して、 「五万
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ポンドの資本で小さなトルコ石油会社」を設立する提案を行った。トルコ国立銀行の提案は、 国立銀行がこの会社で、「さまざまな石油コンセッションを利用し、二五％で参加したい」ということであった。こうして、一九一一年一月に、ロンド でトルコ石油会社が設立された。
スルタンの官吏は、ドイツ銀行にコンセッションを認めようとはしなかったが、青年トルコ体制は、ドイツ銀行に
接近しようとする姿勢をみせ、その結果、銀行の権利と権原は保証されると主張した。ドイツ銀行のグヴィンナーは最終的に、ドイツ銀行が二万五〇〇〇ポンドで承認を求めていて、それはメソポタミアにおけるコンセッションと調査のために利用するものであると伝えた。一九一二年五月、ドイツ銀行グループは石油事業 共通の行動に関してバビントン・スミス 合意をみた。グヴィ ナーが繰り返し強調していたのは、 「バグダッド鉄道会社は当然、この地下資源が開発され、イギリスの市場はその石油企業の資金調達の めに相応しい市場である」ということであった
）（（
（
。
トルコ石油会社のバビントン・スミスとドイツ銀行の代理人のエルンスト・クリームケは、一九一二年一〇月二三
日に協定に調印した。そ 内容は、本質的に以下 四点であった
）（（
（
。
①ドイツ銀行グループがメソポタミアの石油埋蔵に関して主張していたすべての権利と利益の譲渡。②オスマン帝国における石油埋蔵に関連して自由に利用しているすべ の情報、研究、報告、地図の譲渡。③グループ
（ドイツ銀行）
はトルコ石油会社の委任と意図に沿ってのみトルコ政府との交渉を行う。
④グループ
（ドイツ銀行）
の権利、利益、書類は、協定が調印された後に即刻譲渡される。
ドイツ側にとってこの協定書は事業推進のための基礎であったが、トルコ石油会社 株式資本 残りの七五％をイギ
四九〇
リス内部で配分することをめぐっての国内対立は、激しく長期にわたるものであった。他面において、ドイツ銀行はこの結果に満足しなかった。ドイツ銀行がこれまで獲得してきたメソポタミア 石油埋蔵に関する権利や資料などをトルコ石油会社に譲渡することになったからである。
トルコ石油会社の株式保有をめぐる問題は、一九一四年三月一九日に打開策が実施された。それは当時、 「外務省
協定」とよばれるものであった。この協定の調印者は、ドイツ帝国政府のキュールマン、イギリス政府のクロウ卿、トルコ国立銀行のバビントン・スミス、アングロ・サクソン石油のデターリングとサミュエル、ドイツ銀行のバーグマン、そしてダーシー・グループのグリーンウエイとバーンズ っ
た
）（（
（
。ロンドンで調印されたこの協定は、より公
式には「ダーシー・グル プとトルコ石油会社によるトルコ石油コンセッションにおける利益の統合のため 協定」であり、このなかで最終的に、トルコ石油会社の株を、ダーシー・グループが五〇％、ア ロ・サクソン石油会社とドイツ銀行がそれぞれ二五％保有す ことが認められた
）（（
（
。
ドイツの政策を推進したベートマン・ホルヴェークの顧問で大使館参事官のキュールマンは、公的 支援しながら
トルコ石油会社の問題にかかわった。ドイツの政策は明らかに、バグ ッド鉄道とそのメソポタミアにおける位置をめぐる交渉におけるその立場を改善するため ドイツ銀行の前進的 努力を支援するとともにそれを覆い隠 てきた
）（（
（
。アイヒホルツによれば、ドイツ銀行とイギリス政府との間の一九一二年から一九一四年までの継続的な交渉の結
果は、これまで知られていなかっ
た
）（（
（
。ここでドイツ銀行は、トルコ石油会社におけるその位置にとって、そしてバグ
ダッド鉄道建設の確実な進展にとってきわめて重要な追加条件と枠組条件を交渉 て決め のであ
）（（
（
。
ドイツ銀行は一九一二年以来、そのメソポタミア石油計画を に移す一方、ドイツとイギリス双方の
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外交官は国家の全協定、包括的な契約について交渉した。それは一九一四年六月一五日のいわゆる「バグダッドの平和」にかかわる問題であり バグダッド鉄道の終点をペルシア湾にするかどうかに関する古い論争を調整するという両国間のもっとも重要で決着がついていない問題であった。それは注目すべき公文書であり、そこには、両国の長期にわたる複雑で消耗する探り合いと交渉の結果としての英独間の「協調政策
V
erständigungpolitik 」の本質が横た
わっていた
）（（
（
。
すなわち、世界大戦開始前のわずか数週間に英独間でその帝国主義的な妥協を見出した論点は、バグダッド鉄道で
あり、とくにイラクにおける延長、全体としての「バグダッド鉄道」 、すなわち支線と接続線の建設、湾岸への出口に関する支配、チグリス・ユーフラテス川での航行、そし バグダッドとバスラにおける港の建設であった
）（（
（
。
アイヒホルツによれば 一九一四年六月一五日の「バグダッド鉄道に関する英独協定
」）（（
（
を可能にしたのは、まさに
これらの協定であった。つまり、一九一二年一〇月二三日と一九一四年三月一九日 トルコ石油会社とドイツ銀行の間の協定は、私企業の石油利害関係者 よって結ばれたも であり、この延長線上に「 グダッド鉄道に関 る英独協定」が存在する。ドイツの二人の交渉人であるリヒノフスキーとキュールマンが、協定の成立の 、グヴィンナーと他の企業家たとえばハパグ
（
H
apag ）
と相談していることは、文書で明らかになっている。Ｍ・チャップマンは、
イギリス 外務大臣グレイと 大使のリヒノフスキーによって署名されたこの英独協定が、オスマントルコ帝国における二つ 大国 利害に関する公平で均衡 とれた交渉が達成さ の ると評価して る
）（（
（
。
そして一九一四年六月一五日のバグダッド鉄道に関する協定は、第一条と第二条に、鉄道についてのイギリスの応
諾、建設、経営を決して妨害しないことを含んでいるが、しかし、イギ ス政府の意を酌んだイギリス人二名が鉄道
四九二
評議会におけるイギリス人株主の代表として受け入れるという条件付きである。バグダッド鉄道会社は鉄道の終点をバスラまでとし、ペルシア湾までの路線を建設すること、ある はペルシア湾を終点とすることを放棄する。イギリス側の要求は、バスラまでの鉄道を建設するか、あるいはペルシア湾までの路線を建設する場合にはイギリスの管理下に置かれるか、というもの あった
）（（
（
。バグダッドとバスラの港は、鉄道会社自体によって建設されるのではなくて、
イギリスが四〇％出資して新たに設立される会社によって建設される。チグリス・ユーフラテス川の航行の独占はイギリスが握り、当該会社へのドイツの参加は二〇％とする
（第四条と第五
条
）（（
（
）。二つの河川交通の協定によって、イギ
リスはメソポタミアの石油の開発 搬出 とってきわめて重要な水路の完全な自由使用を確保した。それら 協定は「航行自由」を制限し、敵対した場合には文字通りドイツの水路を断つものであるが、他面においてはバグダッド鉄道自体を守りうるものであった。
この協定文書に署名したのは、外務大臣エドワード・グレイとドイツ大使カール・マルクス・リヒノフスキーで
あったが、批准はされなかった。この協定はその直後の大戦勃発とともに消滅した。ドイツ側からはグヴィンナー、ヘルフェリッヒと親密な関係を つキュールマンがこ 公文書 中心人物であった
）（（
（
。
おわりに
第一次世界大戦前後の時期は、世界の主要なエネルギー源が石炭から石油に転換する時代であった。イギリスとド
イツの帝国主義的政策と軍事的拡大政策においてドイツが覇権国であったイギリスに挑戦するという図式のなかで、
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すでに帝国主義的な進出を果たし、植民地を獲得していたイギリスに対して、ドイツは後発国として、海外に市場とエネルギー資源を求めて はかった。この際の重要な戦略がバグダッド鉄道建設計画とメソポタミアの石油の確保であった。しかし、ドイツはこの戦略を単独で進めることは不可能と考え、イギリスへの接近を試み、最終的には成功したかのよう 見えたが、第一次世界大戦の勃発によって、英独両国の「協調政策」は破綻した。他方において、イギリスはアングロ・ペルシア石油と協定 締結 これを実質的に政府の統制下に置き、戦争時における石油の確保を確実なものにしていた。こうした一連の流れがイギリスによって仕掛けられた策略の結果であった か、それとも偶然の結果であっ のかは明らかではない。しかし、第一次大戦の原因に関するイギリス政府の資料を見る限り、イギリスの外務省とドイツ政府との間で粘り強 交渉が一九一四年六月一五日の英独協定締結まで続けられていたのであり、バグダッド鉄道建設問題は両国にとってはきわめて重要な外交案件であったことは事実である。この背景にメソポタミアの石油資源問題が存在 こ は明らかである。第 次世界大戦後、戦争時における石油の戦略的な重要性が認識され、各国は石油産業を国有化してい
た
）（（
（
。このことは、第一次世界大戦後から石油が戦争時におけ
る重要なエネルギー資源として位置づけられ、帝国主義的な拡大をめざす大国にとってはその獲得が重要な戦略 一つになったことを物語っている。この戦略の重要性 第二次世界大戦 ら現代のイラク 争ま 続き、現在の中東の混乱状況を招いているとい も過言で ない。
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